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๛中地区อ࢘ޢձ

会　長　ԣി�ਖ਼ल 豊中市長　ᕆརܟ�Ұ࿠

　豊中地区保護司会会員の皆様には、平素より
本会の事業運営にご理解とご協力を賜り心よ
り厚くお礼申し上げます。また、豊中市をはじ
め大阪保護観察所ならびに豊中地区の更生保
護協会、更生保護女性会、ＢＢＳ会、協力雇用
主会の皆様には、平素よりご指導、ご協力をい
ただき、心から感謝いたしております。
　昨年も皆様方のご協力に支えられ、第 66回
“社会を明るくする運動”が豊中地区実施委員
会の主催により実施されました。“社会を明る
くする運動”の社明作文募集には、殆どの小学
校及び中学校から児童・生徒に参加していただ
き、5,000 点余りの応募がありました。今後と
も作文募集にご理解とご協力をお願いいたし
ます。
　さて、保護司活動や更生保護関係団体の拠点
となっている「サポセン豊中」は昨年５周年の
節目を迎えました。今後ますます充実したサ
ポートセンターにするためご支援、ご協力をお
願いします。
　現在、協力雇用主会には 57社が参加してい
ただいており、就労支援に協力できる体制が整
いつつあります。豊中地区の保護観察の対象
者は10年前に比べて約半数になっていますが、
最近高齢の受刑者や、同じ犯罪を繰り返して刑
務所に帰っていく再犯の受刑者の割合も増え
ています。昨年６月より「刑の一部の執行を猶
予する制度」が始まりました。保護観察の期間
が長くなりますが、会員皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。
　今後とも、「安全で安心して暮らせるまちづ
くり」に会員の皆様と手を携えてより一層努力
して参りますので、関係各位の皆様には、これ
からも変わらぬご支援、ご協力をお願い申し上
げます。

　平素は、豊中地区保護司会の皆様には、
市政全般にご理解とご協力を賜り心からお
礼申しあげます。
　さて、昨年は、刑法犯の検挙人数が約 24
万人と 3 年連続で戦後最少を更新し、再犯
者数も前年に比べて３千人以上減少してお
りますが、検挙人数に占める再犯者の割合
をみますと過去最高の割合を示しています。
特に覚醒剤取締法違反や窃盗などにおける
割合は高く、昨年 12 月には刑務所からの出
所者の再犯防止を目的とした「再犯防止推
進法」も成立し、定職や住居の確保が難し
い出所者の社会復帰へ向けた支援が進めら
れている状況です。
　このような中、保護司の皆様には犯罪や
非行からの立ち直りを地域で支えるため、
“ 社会を明るくする運動”や “ 対話集会活動”
等の啓発活動にご尽力をいただいておりま
す。また、有職者と比較すると、再犯率が
高いとされている無職者の就労支援におい
て、重要な役割を担っている雇用主への支
援についても継続的に取り組まれるなどこ
れまでの不断の取り組みに改めてお礼申し
あげる次第です。
　昨年、豊中市は市政施行 80 周年を迎え
ました。今後も、安全で安心して暮らしが
できるまちづくりを進めるとともに、市政
施行 80 周年のキャッチフレーズである「夢�
もっととよなか」に相応しい、未来に夢が
広がる、活力と創造性あふれるまちとして
さらなる発展に全力で取り組んでまいりま
すので、皆様には、引き続き、ご支援とご
鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。
　結びに、豊中地区保護司会の今後ますま
すのご発展と、皆様のご健勝・ご活躍をお
祈り申しあげまして、巻頭のあいさつとい
たします。　
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େࡕอ࡯؍ޢॴ

所　長　੢岡�૯Ұ࿠

　豊中地区保護司会の皆様には、更生保護関
係団体、豊中市、学校や地域の関係機関・団
体との緊密な連携のもと、犯罪をした者等の更
生支援に加え、“社会を明るくする運動”など地
域に密着した犯罪予防活動にご尽力いただいて
いることに心より敬意を表し感謝申し上げます。
　ところで昨年 12 月「再犯の防止等の推進に
関する法律」が成立・施行されました。この法
律は、再犯の防止等に関する施策を総合的かつ
計画的に推進し、安全で安心して暮らせる社会
の実現に寄与することを目的としています。
　本法に則り、政府は「再犯防止推進計画」
を策定・実施することになり、計画には、犯罪
をした者等の「再犯防止に向けた教育や職業訓
練の充実」「社会内における職業・住居の確保
や保健医療・福祉サービスの利用の支援」など
が盛り込まれることになっています。
　法の趣旨を念頭に、保護観察所としても、地方
公共団体、地域の医療・保健・福祉や生活困窮
者自立支援事業等と緊密に連携し、薬物依存か
らの回復支援や保護観察対象者の社会内での居
場所づくりの取組みを進める所存です。
　就労支援に関しては、無職で保護観察を終
了する者が約２割程度ある一方、雇用の申し出
のある協力雇用主も相当数あり、両者のマッチ
ングが課題です。そこで、協力雇用主名簿を他
地区でも共有することについて、皆様方のご意
見を承りながら検討を進めてまいりたいと考え
ております。
　豊中地区保護司会においては、更生保護サ
ポートセンターに協力雇用主の求人情報を掲出
いただくなどマッチングの取組みを進めていた
だいており、感謝申し上げます。今後とも協力
雇用主のもとでの保護観察対象者の就労の推
進にご理解とご協力をお願い申し上げます。

େࡕอ࡯؍ޢॴ

主任保護観察官　ञҪ�݈ೋ

　豊中地区保護司会の皆様には、平素から更生
保護の諸活動に対し格別のお力添えを賜り、心
から厚く御礼を申し上げます。
　さて、一年の間にはいろいろな楽しい行事等が
あります。新年の初日の出・バレンタインデー・卒
業・お花見・ＧＷ・夏祭り・秋祭り・クリスマス…。
しかし、社会にとって必ずしも楽しいことばかり
ではありません。これらの行事等の下には共通し
て付く言葉があるのです。それは「暴走」です。
「初日の出暴走」「バレンタイン暴走」「卒業暴走」
といった具合です。最近は集団内の上下関係を嫌
うので暴走族自体は減りましたが、安易に、イン
ターネットのSNS 等を利用して集団暴走を呼びか
け、それに呼応する少年が増えているようです。
　皆様のおかげにより地区の保護観察事件は年々
減少しています。しかし、集団暴走をした少年ら
が保護観察決定を受けたときには事件数が一時
的に増加した時期が何度かありました。面接では、
ほとんどの少年が、「暴走しているときは楽しかっ
たが、捕まってから後悔した。」と述べています。
暴走や無免許運転などをするとどうなるのか、こ
のことは何度言っても足りないくらいです。
　保護司の皆様には、毎月の面接実施のため種々
ご配慮いただいております。少年の面接時には、
上記のような季節の話題も取り上げていただき、
特に気分の高揚するような行事のときほど気を付
けて行動するよう、注意を与えていただければ幸
いです。何卒よろしくお願い申し上げます。
　最後になりましたが、平素、多大なるご支援をい
ただいている事務局をはじめ豊中市役所の皆様に
対し、この場をお借りして厚く御礼を申し上げます。
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平成28年度 叙勲受章及び各種表彰受賞お祝い
ฏ੒2�೥12月̑日（月）午後̒時～　ԙɿϗςルΞΠϘϦー　
参加者ɿདྷෂ11名　名༪会һ̓名　保護司66名　計�4名
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　　Φーϓχϯά　　๛中市ফ๷Իָୂ
　　ࣜ　　　　య　　ओ࠵者・དྷෂのѫࡰ・実施ҕһの঺հ
࡞　　 จ ද জ　　小学ੜの部 7఺　中学ੜの部 3఺
ߨ　　 　 　 ԋ 　ʮ୭͔͕͋ͳͨをඞཁと͍ͯ͠るʯ
Μ͞ࢠɿΰεϖルՎख　市岡  ༟ࢣߨ　　　   
　　ԋ 　 　 　 ٕ　　കՖ中学校ߴ・ ౳学校νΞϦーσΟϯά部 3"*%&34
　　実 施 ঢ় 協力団体  �3団体　 参加者  ��0名　　گ
　　Ѫ の ื 金　　協力金߹計　�0,1�1ԁ

ฏ੒��೥ɹୈ��ճlࣾ会Λ໌Δ͘͢Δӡ動é

　ຽͷͭͲ͍ࢢ＊ 　　7月16日（౔）　午後 1 時30分～　ԙɿ๛中市ཱΞΫΞจԽϗール

　社明運動では、市ຽのͭͲ͍、駅಄ൃܒ活動、校区ผର࿩集会を行͓ͬͯΓ、ଟくのํʑに参加͍ͯͨ͠
͖ͩ·ͨ͠ɻ“社会を明るくする運動”࡞จื集では、小中学ੜ͔Β�,04�఺のԠืを͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ
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十六中校区

三中校区 五中校区

九中校区

緑地公園駅前

＊駅頭啓発活動　 7 月 1 日（金）　 　午後 4 時30分～　　
　　　　　　　　阪 急 宝 塚 線　　庄内・服部天神・曽根・岡町・蛍池の各駅前
　　　　　　　　北 大 阪 急 行 線　　千里中央・緑地公園の各駅前
　　　　　　　　大阪モノレール　　千里中央・蛍池の各駅前
　　　　　　　　活 動 参 加 者　　協力団体と保護司　計210名

＊校区別対話集会　“社会を明るくする運動”強調月間を中心に、各小・中学校校区ごとに全体
　　　　　　　　　会・地区集会を市内17会場で実施　　　 集会参加者総数1,106名
　　　　　　　　　実施日・内容は次頁を参照　

蛍池駅前

服部天神駅前

岡町駅前
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ୈ��ճʠࣾձΛ໌Δ͘͢Δӡಈʡ校区ผର࿩ूձ࣮ࢪใࠂ

࣌೔ࢪ࣮ 校ɹ区
（実施場所）

Ճਓ਺ࢀ
（うち保護司） ಺ɹɹɹɹɹ༰

�݄��೔ʢਫʣ
14：00～ 15：

40

ୈ十五中ֶ校
（多目的教室）

��
(2)

・青少年健全育成会の活動報告及び活動計画提案
・保護司の活動及び“社会を明るくする運動”の説明
・関係諸団体との情報交換
・ビデオ鑑賞　「おはよう　そして　ありがとう」
　　　　保護司活動の説明、PRが容易にできた

�݄��೔ʢ໦ʣ
10：00～ 11：

30

ୈീ中ֶ校
（多目的教室）

��
(1)

・青少年健全育成会の活動報告及び活動計画
・各校からの児童生徒の状況報告
・保護司より、保護司活動及び市内全体の現状課題について説明
　“社会を明るくする運動”への参加要請
・当校区は、長期間の保護司不在の為、保護司活動の理解が希薄だっ
た　これを機会に少しずつ理解を深めていきたい

�݄��೔ʢ໦ʣ
19：00～ 21：

00

ୈࣣ中ֶ校
（庄内西小学校
ランチルーム）

þü
（3）

・“ 社会を明るくする運動”の趣旨、「市民のつどい」への参加要請
及び地区内各団体の活動内容の説明

・学校及び PTAから生活指導に関する報告
・犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を築くためには一人ひとり
の行動が大切であること、「市民のつどい」への理解が深まった

�݄��೔ʢ໦ʣ
16：00～ 17：

00

ୈೋ中ֶ校
（多目的教室）

��
（4）

・講演　「スマホでトラブルに遭わない使い方を考えよう」
　　講師　関西 ICT協会　山下　優之氏　��白石　光之氏
・学校側より生徒たちの生活状況の説明
・保護司より保護司活動の説明
・更生保護女性会、BBS会の活動報告と入会募集
・今の中学生の様子が解かり、また、各団体の話を聞けて有意義であっ
た

�݄�೔ʢ౔ʣ
13：00～ 15：

00

ୈ十ീ中ֶ校
（視聴覚室）

ùû
（4）

・“ 社会を明るくする運動”の活動計画の説明
・講演　「青少年の健全育成について�～豊中市の子どもたちの現状と課題～」
　　講師　豊中市教育委員会�児童生徒課�生徒指導係　道上　博行氏
・地域のセーフティネット及び学校授業についての意見・感想が出された

�݄�೔ʢՐʣ
19：00～ 21：

00

ୈ十ೋ中ֶ校
（多目的教室）

��
（10）

・健全育成会代表、保護司会代表挨拶
・講演　「子どもたちを支えるということ　SSWの観点から」
　　講師　スクールソーシャルワーカー　寺本　智美氏
　　　結論を求めるのではなく、その場を共有し考え合う場が持てたの
　　が良かった

�݄�೔ʢਫʣ
13：30～ 15：

30

ୈҰɾ࢛中ֶ校
（青年の家いぶき）

��
（6）

・講演　「豊中における児童生徒の問題行動の現状と課題」
　　講師　豊中市教育委員会�児童生徒課�生徒指導係　込山　隆之氏　富永　尚志氏
　　　豊中市の最近のデータ提示があり、身近なものとして捉えられた
・ビデオ鑑賞　「スマホの安全な使い方教室」グループ討議・発表

�݄�೔ʢਫʣ
19：30～ 21：

00

ୈ十六中ֶ校
（多目的教室）

��
（4）

・講演　「豊かな気持ちを伝えたくて」
　　講師　児童養護施設職員　松本　ゆみ氏（十六中第 1期生）
　　　講演内容に関し、グループ討議と意見交換　講師自身の子育
　　て体験談に参加者は強い感銘を受けた

�݄�೔ʢ౔ʣ
14：00～ 16：

00

ୈ十三中ֶ校
（大池コミュニ
ティプラザ）

��
（4）

・講演　IMPOSSIBLE（Ⅴ）
　　　　「幸せは気付くこと、そして築くもの�～ムヒカ大統領の伝えたかったこと～」
　　講師　保護司　須賀　寅充氏
　　　講師がテーマを与え、グループ毎に討議・発表
・健全育成会、更生保護女性会と協力し、事前打合せから当日運営
までスムーズにできた
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࣌೔ࢪ࣮ 校ɹ区
（実施場所）

Ճਓ਺ࢀ
（うち保護司） ಺ ༰

�݄��೔ʢՐʣ
19：00～ 20：

15

ୈ五中ֶ校
（視聴覚室）

��
（3）

・“ 社会を明るくする運動”の説明
・第 65 回社明運動の作文コンクール優秀作品の紹介
・各学校及び各種団体の情報交換
・社明運動の ‘しるし ’ である黄色い羽根の由来をアピール

�݄��೔ʢਫʣ
19：00～ 21：

00

ୈ六中ֶ校
（多目的教室）

��
（6）

・健全育成会会長、中学校� 校長及び保護司会代表挨拶、六中校区保護司紹
介

・ビデオ鑑賞　「おはよう　そして　ありがとう」
　　　保護司の活動がよく理解された　一方でビデオ内容のような　

ハッピーエンドの事例は少ないのではとの意見も出た
・夏休み前情報交換、各関係団体からの報告及び連絡

�݄��೔ʢ໦ʣ
15：30～ 16：

50

ୈ十ࣣ中ֶ校
（被服室）

��
（2）

・講演　「知っているようで知らない　鑑別所ってどんな所？」
　　講師　大阪少年鑑別所　地域非行防止調整官　服部　麻里氏
　　　少年院と鑑別所の違いが分かった、非行の相談が出来るとは
　　知らなかった、同じ講師に違う切り口での話を聞きたい、な
　　どの感想があった

�݄��೔ʢۚʣ
19：30～ 21：

00

ୈࣣ中ֶ校
（多目的教室）

��
（7）

・“ 社会を明るくする運動”の趣旨説明及び「サポセン豊中」の説明
（リーフレットを参考）
・ビデオ鑑賞　「再犯防止のために�～犯罪からの立ち直りを支える

社会に～」�「おかえりフェスティバル」�「HAND」
　　　ビデオの出来映えが良く、保護司の活動が正確に伝えられた
　　　と思う
・七中によるビデオでの活動発表と夏休みに向けての情報交換
・健全育成会や学校と連携し、地域全体で非行防止に取り組むべき
と感じ取れた集会となった

�݄��೔ʢ݄ʣ
10：00～ 12：

15

ୈ三中ֶ校
（多目的教室）

ùû
（4）

・講演　「生徒指導を通して見えること」及び「三中の現状」　
　　講師　第三中学校　校長　林　直人氏
　　　講演内容から「家族間の信頼関係」「家庭内に居場所がない

⇒地域の協力」の大切さを痛感した
・保護司会、更生保護女性会の活動報告及び“社会を明るくする運動”
の説明

��݄��೔ʢਫʣ
10：00～ 12：

00

ୈ九中ֶ校
( 体育館 )

���
（4）

・“ 社会を明るくする運動”の趣旨説明
・講演　「食べることは生きること�～未来につながる�食育のすすめ～」
　　講師　豊中市健康福祉部�保健所�健康増進課副主幹�池上　益世氏
　　　家庭での食育、「食を楽しむ」「食を伝える」「一緒に食べ
　　　る」「食卓では叱らない」を是非実践して欲しいと感じた

��݄��೔ʢ౔ʣ
10：00～ 12：

00

ୈ十࢛中ֶ校
( 北緑丘小学校
多目的教室 )

øûø
（3）

・講演　「みんなで子育てを考えよう」
　　講師　元ラグビー日本代表キャプテン　廣瀬　俊郎氏

　（十四中ラグビー部出身）
ラグビー日本代表キャプテンの講師の体験談に参加者は感銘
を受けた　また、講師の社会貢献活動が子育てに通ずるもの
がある、と好評だった

��݄��೔ʢ໦ʣ
10：00～ 12:00

ୈ十Ұ中ֶ校
（図書室）

ûø
（3）

・各団体の活動内容と報告
・“社会を明るくする運動”の趣旨説明と行事紹介
・地域交流での意見交換
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ୈ̍ظ౷Ұݚम� ʮ̍߸ަ௨อ࡯؍ޢॲ۰ཁྖʯʹΑΔॲ۰ʹ͍ͭͯ� 平成28年６月20日（月）
　１号交通保護観察は、交通非行の問題があると判断された対象者に知識を与えるよりも、運転態度
について考えさせ、安全運転に関する意識づけを行うことを重視しており、全６課程を履修させるも
のとされています。今回は処遇要領の内容の確認と、処遇の進め方や報告書の記載方法を酒井主任保
護観察官よりご説明いただき、その後具体的な事例をＱ＆Ａ方式でグル−プ討議し、いろいろな角度
から意見を出し合い発表しました。

ୈ̎ظ౷Ұݚम� ʮܐͷҰ部ࣥߦ༛༧ʹ͍ͭͯʢ̍ʣʯ� 平成28年11月21日（月）
　平成25年６月19日に公布された法律による刑の一部執行猶予制度が平成28年６月１日より施行さ
れ、すでに全国的に一部執行猶予の判決が出ています。平成26年度第２期では開始にむけた準備の一
環として研修を行いました。今回は制度導入の背景や制度の概要を再度、酒井主任保護観察官よりご
説明いただき、実際の事例の流れを事例シ−トを用い検討しました。その後の質疑応答では「薬物再
乱用防止」のためにどのような機関と連携していけばよいかなどの質問がありました。

ୈ̏ظ౷Ұݚम� ʮܐͷҰ部ࣥߦ༛༧ʹ͍ͭͯʢ̎ʣʯ� 平成29年２月20日（月）
　「薬物使用等の罪を犯した者に対する刑の一部執行猶予に関する法律」の新設により、薬物事犯者
に関しては刑の一部の執行猶予の言い渡しができ、言い渡しを受けた人は必ず保護観察に付すことと
されました。今回の研修では、保護観察所で実施する薬物事犯者に対する処遇プログラムの内容と、
制度施行に伴う拡充と変更点について取り上げ、薬物事犯者に対する処遇と支援の在り方を酒井主任
保護観察官よりご説明いただき、具体的な事例についてグル−プ討議し、意見を発表しました。

ୈ̐ظ౷Ұݚम� ʮ໘઀ʹ͓͍ͯ͜ Ζ͕͚͍ͯ͜Δ͜ͱɺ޻෉ͯ͠ ͍Δ͜ͱʯɹ�平成29年３月21日（火）
　面接は、保護観察の基本である。「対象者には厳格な姿勢と慈愛の精神、関係人に対しては誠意を
もって接し、その信頼を得るように努めなければならない。」という基本原則があります。そこで、
本人を注意してよく見て、会って話す必要があります。そのためにこころがけていること、工夫して
いることを各事例につきグル−プ討議し、様々な角度からの意見を発表しました。

म部ɹ৿ݚ �ɹࢠ܇

ࣗओݚम� ʮ̨̨̩ݚमʯ� 平成29年２月14日（火）
梅花女子大学心理こども学部　���准教授　瀧本　優子�氏
播磨社会復帰促進センター　作業療法士　上原　　央�氏
ＮＰＯ法人Viewぷらす　　　臨床心理士　片山　和美�氏

　初めに、瀧本先生にＳＳＴの基本的な考え方を学び、次に、上原、片山両先生が、個別（ひとり）Ｓ
ＳＴのロ−ルプレイの手本を示され、保護司全員でシナリオを基に練習しました。ＳＳＴとは、社会生
活の中でうまく人とつきあい、より良い人間関係を築く技能を身につけることを目的に行われる練習方
法です。
　保護司は対象者との面接において、人との交わりが苦手な対象者に自分の持っている能力を確認さ
せ、その力を伸ばそうとする意欲を持たせることが大切です。そのためには、対象者と同じ目線に立
ち、相手の気持ちを落ち着かせ、心を開かせ、心情を汲み取ろうと努めることが必要だと思います。
　ＳＳＴは、毎日の生活の中で、何度も何度もくり返し実践をすることで身につき、活かされていくの
だと強く感じました。今後は得た知識を実践に活かし、活動していきたいと思います。
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ɹಸྑগ೥ܐ຿ॴΛ๚Ͷͯ
ۚྑ�ࢁम部ɹؙݚ

　「受刑者が規則を破ったら正座ですか？」との保護司の質問に「いいえ、安座です」との刑務官

の返答に、一瞬違和感をおぼえました。私の頭の中は、表門や扇形に並んだ舎房など赤れんが造り

の矯正施設を見て、監獄のイメージから抜け出せないでいたからです。ここは、明治 41 年に建築

された五大監獄の一つ旧奈良監獄で、今も現役で使用されている国内最古の刑務所です。刑務官の

説明を聞いていくうちに、塀の中は建物からくる監獄のイメージとはかけ離れた、先進的な矯正指

導の施設であることが分かってきました。

　この刑務所は、犯罪傾向の進んでいない 26 歳未満の受刑者や、20 歳未満の受刑者など 400 人余

りを収容しており、特に、職業訓練や、性犯罪の再犯防止指導の拠点として知られています。施設

内にある「若草理容室」は、受刑者が市民の散髪をする全国でも珍しい理容室でした。無職者の再

犯率は有職者の４倍という調査結果もあり、受刑者の就労支援に力を入れているとの説明がありま

した。

　また、独自の取り組みとして、意思疎通に困難を抱える受刑者を対象にした「社会性涵養プログ

ラム」の一環として「詩の授業」が平成 19 年に始まり、受刑者は詩を通じて少しずつ心を開いてい

くのだそうです。私は、このことに触発され、詩ではありませんが、少年の対象者の面接では必ず

“社会を明るくする運動”作文コンテストの入賞作文集の中から毎回一作品を音読してもらってい

ます。

　ぜひ訪ねてみたかった奈良少年刑務所が、老朽化などの理由で、平成 29 年３月末で閉鎖される

ことになると後日聞き、ことのほか有意義な施設見学になりました。

ಸྑগ೥ܐ຿ॴʢฏ੒��೥�݄��೔ʣ

೔ ؼ Γ ݚ म ձ ใ ࠂ
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「平成28年度保護司特別研修・保護司会事務担当保護司研修」	 （辻　　由郎）

平成 28 年６月 23 日（木）　於：大阪保護観察所堺支部
講義　保護司会の事務処理について
　「収支予算（決算）書勘定科目」「保護司実費弁償金各論」等々

「第35回覚せい剤等薬物乱用者対策保護司特別研修」	 （辻　　由郎）

平成 28 年 11 月９日（水）　於：大阪合同庁舎第４号館
講義１「薬物乱用防止の現状について」���大阪府健康医療部薬務課麻薬毒劇物グループ　栗原�陽子�氏
講義２「依存症者の支援について」��������������������������　　　 大阪府こころの健康総合センター　吉富�理絵�氏
講義３「班別研究協議」� ��大阪保護観察所堺支部　統括保護観察官　別木　�寛�氏
①覚せい剤等乱用者・依存者の処遇に際し、疑問や戸惑い、処遇の難しさを感じられるのは、どの
ような事柄・場面においてか。
②覚せい剤等乱用者・依存者のケースに対し、効果的に更生に導くためにはどうしたらよいと考え
られるか。
③覚せい剤等乱用者・依存者の処遇を進めていく際、必要な社会資源（協力が得られる人や機関な
ど）として、どのようなものが考えられるか。

講義４「薬物依存症の精神科医療」�������� 久米田病院　副院長　狩山�博文�氏
「薬物依存とは」「薬物それぞれの特性」「薬物依存症者の心理とは」「薬物問題を抱えた家族の
心的苦痛」といった、大変幅広い講義でありました。特に大麻が中学生、高校生へ拡がっている
現状を正しく理解できました。今後の処遇のあり方に参考となる研修でありました。

北摂ブロック保護司会会長会議　SST研修（Social	Skills	Training）
「面接時に必要な対人スキルを身につけるための研修」に参加して　	 （尾澤　由夫）

平成 28 年９月 16 日（金）　於：箕面・文化交流センター
　SSTは、現在広く知られる認知行動療法であり、生活技能訓練とか対人スキル訓練と日本語で呼ば
れることもある。研修は、SSTの目的・ポイント・特色・発展の歴史を学習してから、SSTの３つのキー
ワードであるロールプレイ（体験学習）・モデリング（観察学習）・正のフィードバック（強化）を中心に据
えて、具体的な方法論に発展した。保護司と協力事業主との職場訪問を終えた対象者との面接を題材に、
講師によるロールプレイを見学後、各保護司が役割分担をし、ロールプレイ研修を実施した。
　対象者に対人スキルを身につけさせるためには、保護司がしっかりと技能を習得する必要性を強く感じ
た。今後の面接において、大いに参考となった。
　今回は箕面地区の担当で「SST」をより多くの方々が研修して身につけていただきたいという思いから
８地区から各12 名程度の参加要請があり、当地区からは会長、事務局を含めて14名が参加した。

近畿地方保護司代表者協議会に参加して　　　　 　（友國　　武）
平成 28 年 11 月 15 日（火）　於：シェラトン都ホテル大阪
協議事項１「保護司の安定的確保および育成について」
協議事項２「薬物事犯者に対する保護観察処遇の充実強化について」
協議事項３「刑務所出所者等の生活環境の調整等の充実強化について」
　どの協議事項も重要な課題であり、各地区保護司会の中でも研修テーマとして取り上げていく
べきだろうと思いました。

企画調整保護司研修　 （大月　健太郎）
平成 29 年２月９日（木）　於：大阪合同庁舎第４号館
・企画調整保護司日誌の記入方法について
・更生保護サポートセンターの有効活用について

特別研修会報告

その他の特別研修
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豊中地区更生保護協会	創立 50周年記念式典 　（鈴木　恒一）
　平成 28年 11月 7日、千里阪急ホテルにおいて「豊中地区更生保護協会創立 50周年記念式典」が、
盛大に執り行われました。
　まず和太鼓サークル「鼓舞子」の演奏で始まった式典では、来賓の挨拶に続き、これまでの更生保
護活動に対し、協会から 32の会員企業・団体に感謝状が贈られました。
　その後、更生保護法人「和衷会」榎本康人理事長の「出所者と仕事を探して～更生保護施設の就労支援」
をテーマとした記念講演があり、祝宴では、同年 10月 20日の「大阪更生保護大会」で協会が法務大
臣表彰を受けたことが披露され、津軽三味線や和太鼓の演奏で華やかなうちに閉会となりました。

近畿地方更生保護委員会委員長による「サポセン豊中」視察について　 （丸尾　雅一）
　平成 28 年５月 17 日、近畿地方更生保護委員会から久保貴委員長と大國智太郎総務課長補佐、ま
た大阪保護観察所から西岡総一郎所長、山本隆宏企画調整課長、福西毅同課長補佐が「サポセン豊中」
を視察されました。
　当日は横畠会長（センター長）、藤田地域福祉課長、企画調整保護司、事務局など 12 名が出席し、「サ
ポセン豊中」を案内しました。

「第29回関西矯正展」に参加して	 　 （林　栄津子）

　平成 28年 11月 12日、大阪刑務所で開催された関西矯正展に企画調整保護司 11名で参加しました。
　この催しは、犯罪や非行に陥った人たちが社会復帰に向けて励んでいる姿を社会の皆さんに広く
紹介し、更生保護への理解と協力を得ることを目的として開催されています。
　全国の刑務所から集められた作業製品の展示即売会や様々な楽しいイベントは、ご近所の家族連
れや遠方から来られた方々で大盛況でした。法務省が新たに開設した矯正就労支援情報センター「コ
レワーク」を紹介するブースなどもあり、私たち保護司にも勉強となった一日でした。

山科区更生保護サポートセンター見学会　 （榎原　智子）

　平成29年３月７日、サポートセンターに関わる15名が山科区更生保護サポートセンターを訪問し、
山科地区保護司会の岡島会長他６名の幹部役員と、日ごろの活動内容及び運営について意見交換を
しました。

薬物研修「薬物事犯者への関わり方について」　 （大槻　慶治）

　平成 29 年３月 14 日、豊中市立福祉会館でサポセン主催の薬物研修３回目を行いました。研修内
容は、薬物乱用防止ビデオ鑑賞と友國副会長の講演がありました。薬物が及ぼす幻覚に関するビデ
オ視聴し、あらためて薬物依存の恐ろしさを痛感しました。

トピックス
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ୈ��ճ�๛த஍区อ࢘ޢ会ɾߋੜอੑঁޢ会ɾ##4会ަྲྀ会 （഼ຊ　ݠೋ）
ฏ੒ 2� ೥̎月 11 日（౔）　ԙɿ๛中市ཱ෱ࢱ会ؗ　参加者ɿ34 名
　ୈ̍部　ߨԋ　ʮدΓఴ͏ͨΊのײ৘に͍ͭͯ学Ϳʯ    ࢥय़ظ保݈૬ஊ࢜　ಙӬ ࢯ ࢠܡ

͍、߹ୡ͕໘઀を行͏場ࢲ　 ͔に૬खのײ৘をಡΈऔΓ、Կを͍ͯ͑ߟるの͔ͳͥͦ͏ͳͬͯ͠·ͬͨの͔౳、
૬खのਂ૚心ཧをಡΈऔる͕ࣄඞཁにͳる͕͋ࣄΓ·すɻࠓճは೉͍͠内容では͋Γ·͕ͨ͠、ࢣߨのઌੜ
にଟ༷ͳώϯτをࣔͯ͠௖͖、ͳる΄Ͳと͡ײると͜Ζ͕ଟʑ͋Γ·ͨ͠ɻ͜Ε͔Βの໘઀にੜ͔͍ͨ͠と
すɻ·͍ࢥ

　ୈ̎部　਌ກަྲྀ会

ʮ౰ऀࣄϓϥϯχϯάɾࢧԉྗΞοϓ࠲ߨʯʢ๛த஍区##4会ओ࠵ʣɹɹɹ（໺ޱ　௚Ұ）

ฏ੒ 2� ೥ � 月 22 日（໦）　ԙɿ๛中市ཱ෱ࢱ会ؗ
ҭڭ߁とੑの݈ظय़ࢥԋ　͓とͳ͕学Ϳߨ　

　ʮ大੾に͠Α ʂ͏͜ Ͳ΋の心と͔Βͩɻ͜Ͳ΋ͨͪにدΓఴ͏ͨΊにʯ ࢯ ࢠܡ ಙӬ　࢜保݈૬ஊظय़ࢥ
　ʮͪͨࢲのपΓにはੑに͍ͭͯの৘ใ͕ͨく͞Μग़ճ͍ͬͯる͕、ͨͬޡΓ࿪ΊΒΕͨΓ͞Εͨ΋の͕
ଟ͍ݱঢ়では、ࢠͲ΋とڞに体΍ੑの݈߁に͍ͭͯਖ਼͍͠஌ࣝをͭ࣋ඞཁ͕͋るɻ·ͨ、৴པで͖る大ਓ
΍Ո଒と࿩す͜とにΑͬͯ、͍͡Ί΍ੑඃ֐を༧๷͠ࢥय़ظを৐Γ੾Γʰࣗ分を大੾に͠Α͏ʱとؾ͏ࢥ
ஏؾを௨ͯ͠۩体తに࿩͞Εͨɻݧܦを、Պ学తにཪ෇͚͞Εͨ๛෋ͳ஌ࣝ΍ࢫҭ·Εるʯとのझ͕ͪ࣋
͔ͣ͠くͯආ͚ͯ͠·͍͕ͪにͳる͜と΋、分͔Γ΍すくઆ明ͯ͠௖͖、大͍にษ強にͳͬͨɻ

ୈ��ճ�ઍཬϒϩοΫอྲྀަ࢘ޢ会ɹ ��（ా中　ໜູ）
　͜のަྲྀ会は、千里にྡ઀する๛中・ਧ ・ాຳ໘̏市の保護司͕೥にҰ౓集͍、ߨԋ会ٴͼ৘ใަ׵を行͏΋ので、
ճはຳ໘地区͕୲౰でͨ͠ɻࠓ

ฏ੒ 2� ೥ 2 月 24 日（金）　ԙɿ千里公ຽؗ
　参加者ɿ๛中・ਧా・ຳ໘の保護司ٴͼࣄ຿4　ہ� 名
　ঢ়ʯݱԋ　ᶃʮ大阪のগ೥ඇ行の　ߨ　 ຳ໘࡯ܯॺ　　　ੜ活҆全՝՝௕　ౢݪ উࢯ ߂

ᶄʮൃୡো֐に͍ͭͯʯ　 大阪保護࡯؍ॴ　保護׭࡯؍　　　⅓Ҫ Үࢯ ࢠ
・࣭ٙԠ౴

各種団体交流会
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อ࢘ޢձ͜ͷҰ೥
ฏ੒��೥
��݄��೔� 会計監査
ɹ���೔� 常任理事会

理事会
サポセン定例会議

ɹ���೔� 保護司新任研修（後期）
ɹ���೔� 総会

総務部会
ɹ���೔� ハローワーク巡回相談
��݄��೔� 常任理事会

理事会
保護司推薦委員会
サポセン定例会議

ɹ���೔� 大阪府保護司会連合会理事会
地区保護司会代表者会議

ɹ���೔� 近畿地方更生保護委員会委員長来所
ɹ���೔� 研修（奈良少年刑務所）
ɹ���೔� 作文審査委員会
ɹ���೔� 作文審査委員会
��݄� �೔� 作文審査委員会
ɹɹ��೔ � 北摂ブロック保護司会会長会議

新任保護司辞令伝達及び新任研修(前期)
ɹɹ��೔ � 作文審査委員会
ɹɹ��೔ � 作文審査委員会
ɹ���೔� 保護司処遇基礎力強化研修（第一次研修）
ɹ���೔� 常任理事会

理事会
社明委員会
サポセン定例会議

ɹ���೔� “社会を明るくする運動”豊中地区実施委員会
ɹ���೔� 定例会　第１期統一研修

「第１号交通保護観察処遇要領」による処遇について
組織部会
研修部会

ɹ���೔� ハローワーク巡回相談
ɹ���೔� 保護司特別研修「保護司会会計事務担当保護司研修」
ɹ���೔� 広報部会
��݄� �೔� “社会を明るくする運動”駅頭啓発活動
ɹ���೔� 常任理事会

理事会
サポセン定例会議

ɹ���೔� “社会を明るくする運動”市民のつどい
（アクア文化ホール）
オープニング　豊中市消防音楽隊
式典
入選作文表彰
講演「誰かがあなたを必要としている」

　　　講師：市岡�裕子さん（ゴスペル歌手）
　　梅花中学校・高等学校チアリーディング部
　　　RAIDERS　演技

��݄� �೔� 常任理事会
理事会
サポセン定例会議

ɹɹ��೔ � 保護司指導力強化研修（第二次研修）
ɹ���೔� 保護司新任研修（後期）
ɹ���೔� ハローワーク巡回相談
��݄� �೔� 大阪府保護司会連合会理事会

地区保護司会代表者会議
ɹ���೔� 常任理事会

理事会
サポセン定例会議

ɹ���೔� 北摂ブロック保護司会会長会議
ɹ���೔� 新任保護司辞令伝達及び新任研修(前期)
��݄��೔� 常任理事会

理事会
社明委員会
サポセン定例会議

ɹ���೔� 広報部会
ɹ���೔� 大阪更生保護大会（大阪国際交流センター）
ɹ���೔� ハローワーク巡回相談

ɹ���೔� 処遇基礎力強化研修（第一次研修）
ɹ���೔� 総務部会
��݄��೔� 常任理事会

理事会
サポセン定例会議

ɹɹ��೔ � 保護司特別研修
「覚せい剤等薬物乱用者対策」

ɹ���೔� 近畿地方保護司代表者協議会
ɹ���೔� 定例会　第２期統一研修

「刑の一部執行猶予制度」について
総務部会

ɹ���೔� 常任理事会
理事会
保護司推薦委員会
サポセン定例会議

��݄��೔� 保護司第二次研修
ɹɹ��೔ � 叙勲受章及び各種表彰受賞お祝い会

（ホテルアイボリー）
ɹɹ��೔ � 北摂ブロック保護司会会長会議
ɹɹ��೔ � 保護司新任研修（後期）
ɹɹ���೔� ハローワーク巡回相談
ฏ੒��೥
� �݄��೔ � 常任理事会

理事会
保護司推薦委員会
サポセン定例会議

ɹ���೔� 大阪府保護司会連合会理事会
地区保護司会代表者会議

ɹ���೔� 新年互礼会
ɹ���೔� 会長推薦委員会
ɹ���೔� 作文審査委員会

広報部会
��݄��೔ � 新任保護司辞令伝達及び新任研修（前期）
ɹɹ��೔ � 企画調整保護司研修
ɹ���೔� 保護司・更女・ＢＢＳ会交流会
ɹ���೔� 常任理事会

理事会
定例会　自主研修
「ＳＳＴ研修」
サポセン定例会議

ɹ���೔� 保護司第二次研修
ɹ���೔� 定例会　第３期統一研修

「刑の一部執行猶予制度」について
総務部会
予算委員会
会則委員会

ɹ���೔� ハローワーク巡回相談
ɹ���೔� 第41回千里ブロック保護司交流会

（千里公民館）
広報部会

��݄��೔ � 保護司第一次研修
ɹɹ��೔ � 山科区更生保護サポートセンター見学会

サポセン定例会議
ɹɹ��೔ � 広報部会
ɹ���೔� 大阪府保護司会連合会理事会

地区保護司会代表者会議
ɹ���೔� 保護司候補者検討協議会
ɹ���೔� 常任理事会

理事会
薬物勉強会
社明委員会
会則委員会

ɹ���೔� 組織部会
ɹ���೔� 広報部会

定例会　第４期統一研修
「面接において心がけていること、

工夫していること」
総務部会
研修部会

ɹ���೔� 広報部会

（平成28年５月18日～12月15日の間に“社会を明るくする運動”対話集会17回開催）
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　平成 28 年は、長野のスキーバス転落事故で幕が開き、春には熊本での地震、そして夏には神奈川
の障がい者施設での大量の殺人事件と悲惨な事件が続きました。一方では、リオのオリンピックでの
41 個のメダル獲得、さらに年末には恒例行事のようにノーベル賞の受賞といった嬉しい出来事があり
ました。
アメリカ大統領選のようになかなか予測しがたい結果となった選挙もあり、混沌とした現実が続き

そうです。ここで一度立ち止まって“ファジー”な現実を直視し、自分の進むべき道、あるべき姿を
見つめ直すことも必要ではないでしょうか。
　保護司の皆様の一年間の活動を記し、会報をお届けします。
　本号の発行にあたりご執筆・写真を提供いただきました皆様に厚くお礼申しあげます。
　来年度の豊中地区保護司会の更なる躍進を祈り編集後記といたします。

ฤ ू ޙ ه
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第 66 回
豊中地区 “社会を明るくする運動”優秀作文

き
れ
い
な
公
園
と
地
域
の
人
の
努
力

豊
中
市
立
第
二
中
学
校
　
　
　

　

私
が
小
学
五
年
生
だ
っ
た
と
き
の
話
で

す
。
私
の
家
の
近
所
に
は
、
三
つ
の
公
園
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
は
、
そ
の
中
の
一
つ

の
公
園
で
お
に
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
あ
る
日
、
お
に
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん

で
い
る
友
達
の
一
人
が
、
公
園
の
花
を
ふ
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
当
時
の
私
は
、
公
園
に

花
な
ん
か
い
ら
な
い
の
に
と
思
っ
て
い
た
の

で
、

「
し
ょ
う
が
な
い
よ
、
続
き
し
よ
。」

と
ふ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
花
を
な
ん
と
も
思
わ

な
く
、
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

何
日
か
た
っ
て
か
ら
、
ま
た
そ
の
公
園
に

行
く
と
、
知
ら
な
い
お
じ
さ
ん
が
公
園
の
花

だ
ん
に
き
ゅ
う
こ
ん
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
た
友
達
が
、

「
ど
う
し
て
、
公
園
に
花
を
植
え
る
ん
で
す

か
？
」

と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
何
言
っ
て
ん
の
？
と
思
い
ま
し
た
が
、

正
直
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
お
じ

さ
ん
は
、

「
た
し
か
に
、
公
園
に
花
な
ん
か
い
ら
な
い

よ
ね
。
ふ
ん
で
し
ま
う
だ
け
だ
し
ね
。
で
も
、

花
が
あ
っ
た
ら
、
公
園
そ
の
も
の
が
き
れ
い

に
見
え
る
ん
だ
よ
。
花
が
な
か
っ
た
ら
、ち
ょ

う
も
い
な
い
、
木
が
な
か
っ
た
ら
空
気
が
な

く
な
る
、
み
た
い
に
考
え
た
ら
、
花
も
木

も
、
何
も
か
も
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
ん
だ

よ
。
そ
れ
に
、
た
だ
植
え
る
だ
け
じ
ゃ
だ
め

な
ん
だ
。
花
に
命
を
注
ぎ
な
が
ら
植
え
る
ん

だ
よ
。」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の

言
葉
が
す
ご
く
心
に
残
り
、
と
っ
さ
に

「
植
え
る
の
を
手
伝
っ
て
も
い
い
で
す
か
？
」

と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
お
じ
さ
ん
は
、

少
し
ビ
ッ
ク
リ
し
た
よ
う
で
、
ま
た
ニ
ッ
コ

リ
笑
い
、

「
一
緒
に
植
え
よ
う
か
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
私
は
心

が
ジ
ー
ン
と
あ
た
た
か
く
な
り
ま
し
た
。
す

ご
く
ワ
ク
ワ
ク
し
て
、
が
ん
ば
り
た
い
な
っ

て
思
え
ま
し
た
。

ゴ
ミ
ひ
ろ
い
や
、
き
ゅ
う
こ
ん
の
数
を
か

ぞ
え
た
り
、
少
し
だ
け
植
え
る
だ
け
で
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
、
す
ご
く
優
し
い
気
持
ち

に
な
れ
ま
し
た
。

五
十
分
位
し
て
、
作
業
が
終
わ
る
と
、
お

じ
さ
ん
に

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
ね
。」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
待
っ
て
い
る
と
、
お
じ

さ
ん
が
、

「
は
い
。
手
伝
っ
て
く
れ
た
お
礼
だ
よ
。」

と
言
っ
て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
一
つ
ず
つ
く
れ

ま
し
た
。

「
い
つ
も
は
一
時
間
以
上
か
か
る
け
ど
、
今

日
は
、
助
っ
人
が
い
た
か
ら
、
速
く
終
わ
れ

た
よ
。
あ
り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
達
は
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

と
言
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
は
こ

ん
な
に
す
て
き
な
言
葉
だ
っ
た
ん
だ
な
と
実

感
し
て
、
胸
が
ギ
ュ
ー
っ
と
な
り
ま
し
た
。

　

六
年
生
に
な
っ
た
あ
る
日
、
そ
の
公
園
の

花
だ
ん
を
見
る
と
、
き
れ
い
な
花
が
い
っ
ぱ

い
咲
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
花
を
見
た
だ
け

で
、
す
ご
い
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分

で
植
え
た
花
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
手

伝
え
て
よ
か
っ
た
な
。
と
心
底
思
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
日
後
、
ま
た
そ
の
公
園
を
見

に
行
く
と
、
あ
の
時
の
お
じ
さ
ん
と
、
四
年

生
位
の
子
達
が
花
だ
ん
に
き
ゅ
う
こ
ん
を
植

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
お
じ
さ
ん
の

笑
顔
は
、
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
現
在
中
学
一
年
生
で
す
が
、
今
も
た

ま
に
、
そ
の
公
園
の
花
だ
ん
を
見
て
、
優
し

い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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第 66 回
豊中地区 “社会を明るくする運動”優秀作文

み
ん
な
の
お
か
げ
で

豊
中
市
立
北
丘
小
学
校
　
　
　

　

犯
罪
や
青
少
年
非
行
に
つ
い
て
、
ぼ
く
は
何

も
知
ら
な
か
っ
た
。
興
味
も
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
、
青
少
年
の
非
行
の
事
を
知
る
た
め
に
、
お

父
さ
ん
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
事

に
し
た
。
す
る
と
、
た
っ
く
さ
ん
の
事
件
が
画

面
い
っ
ぱ
い
に
並
ん
だ
。
そ
の
中
で
、
ぼ
く
が

注
目
し
た
の
は
、「
中
学
生
い
じ
め
事
件
」
だ
。

な
ぜ
注
目
し
た
の
か
と
い
う
と
、
ぼ
く
と
年
れ

い
が
二
・
三
年
し
か
変
わ
ら
な
い
の
に
、
自
殺

ま
で
し
て
し
ま
い
、
い
じ
め
た
方
は
、
そ
の
後

「
死
ん
で
良
か
っ
た
」「
死
ん
だ
な
ん
て
笑
っ

ち
ゃ
う
」
と
ネ
ッ
ト
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
。

こ
の
時
、「
い
じ
め
ら
れ
た
の
が
ぼ
く
だ
っ
た

ら
ど
う
し
て
い
た
だ
ろ
う
。」「
周
り
の
友
達

は
、
ど
う
し
て
助
け
て
あ
げ
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。」
な
ど
と
色
々
な
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た

か
ら
だ
。

　

実
は
、
ぼ
く
も
四
年
生
の
時
に
、
い
じ
め
ら

れ
た
事
が
あ
る
。
数
人
の
友
達
か
ら
、「
ウ
ザ

イ
。
キ
モ
い
」
と
言
わ
れ
続
け
た
。
そ
の
言
葉

が
グ
サ
ッ
と
胸
に
つ
き
さ
さ
っ
た
。「
中
学
生

い
じ
め
事
件
」
を
読
ん
で
い
る
時
に
、
こ
の
気

持
ち
が
、
ふ
と
よ
み
が
え
っ
た
。「
ウ
ザ
い
」

や
、「
キ
モ
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
簡
単
に
人

を
傷
つ
け
て
し
ま
う
言
葉
だ
。
そ
れ
を
、
ぼ
く

は
一
番
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
。
そ
れ
な

の
に
、
つ
い
一
か
月
前
、
ぼ
く
は
二
人
の
友
達

と
い
っ
し
ょ
に
、
ひ
と
り
の
友
達
に
対
し
て
、

か
げ
口
を
言
っ
た
。
な
ぜ
、
自
分
が
言
わ
れ
た

ら
い
や
な
の
に
、
人
に
は
平
気
で
そ
ん
な
こ
と

が
言
え
る
の
だ
ろ
う
。
し
ば
ら
く
考
え
て
み
た

が
、
答
え
は
出
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
ぼ
く
は
家
族
で
鳥
取
に
旅

行
に
行
っ
た
。
お
み
や
げ
屋
さ
ん
に
入
る
と
、

「
五
つ
の
心
」
と
書
か
れ
た
絵
馬
を
見
つ
け
た
。

そ
こ
に
は
、「
一
、『
は
い
』
と
い
う
素
直
な
心
」

「
二
、『
す
み
ま
せ
ん
』
と
い
う
反
省
の
心
」「
三
、

『
お
か
げ
さ
ま
で
す
』
と
い
う
け
ん
き
ょ
な
心
」

「
四
、『
私
が
し
ま
す
』
と
い
う
奉
仕
の
心
」「
五
、

『
あ
り
が
と
う
』
と
い
う
感
謝
の
心
」
と
書
か

れ
て
い
た
。

「
お
母
さ
ん
、
こ
れ
見
て
！
オ
レ
、
こ
れ
見
た

ら
、
な
ん
か
グ
サ
っ
て
き
た
。」

と
言
う
と
、

「
そ
う
や
な
ぁ
。
最
近
、
素
直
に
『
は
い
』
っ

て
言
え
へ
ん
し
な
ぁ
ー
。」

と
、
母
は
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
ぼ
く
に
言
っ

た
。

「
お
か
げ
さ
ま
っ
て
な
ん
な
ん
？
」

と
聞
く
と
、
母
が
う
～
ん
と
し
ば
ら
く
考
え

て
、

「
駿
希
が
今
日
ま
で
元
気
に
楽
し
く
生
き
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
い
ろ
ん
な
人
に
お
世
話
に

な
っ
た
か
ら
や
ろ
？
お
か
げ
さ
ま
で
こ
ん
な
に

大
き
く
な
り
ま
し
た
っ
て
感
謝
す
る
こ
と
か

な
っ
。」

と
、
教
え
て
く
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
ふ
と
思
っ
た
。
ぼ
く
の
周
り
に

は
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が
い
る
。
と
て
も
仲
の

い
い
子
・
た
ま
に
遊
ぶ
子
・
あ
ま
り
気
の
合
わ

な
い
子
。
全
員
と
仲
よ
く
な
る
こ
と
は
難
し
い

け
れ
ど
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、
時
に
は
怒
っ

た
り
し
な
が
ら
、
今
ま
で
こ
の
仲
間
と
過
ご
し

て
き
た
。
ケ
ン
カ
も
い
っ
ぱ
い
し
た
け
れ
ど
、

み
ん
な
の
お
か
げ
で
楽
し
く
学
校
に
通
っ
て
い

る
。
一
人
ひ
と
り
が
「
五
つ
の
心
」
を
気
に
し

な
が
ら
、
友
達
の
こ
と
を
思
い
や
る
気
持
ち
を

大
切
に
し
た
ら
、
少
し
は
い
じ
め
も
な
く
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
ぼ
く
は
思
う
。
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